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これまでは主にrest-opticalの輝線によって、AGN診断が行われてきた
but…可視で隠されたAGNを多く見逃している可能性
-理論研究では観測の最大一桁大きなblack-hole accretion rate density

→ rest-NIRでの診断図をCloudyで検討。特に明るい輝線によるもの。
→ 近傍の銀河とJWSTで観測された1<z<3の銀河に適応。

Cloudyによるシミュレーション
(pyCLoudy)

⚫ Star-forming: BPASS
⚫ AGN: Cloudyの基本機能AGN

4 x 2種類の新しい診断図

X軸

⚫ [FeII]1.257um/Paβ:
金属量↗ →輝線比↗、
log(U)↗ →輝線比 ↘

⚫ [FeII]1.64um/Paα: より長い波長

⚫ [PII]1.188um/Paβ: [FeII]よりless

sensitiveだが、金属量に感度あり

⚫ [CI]9850um/Paβ:
log(U)↘ →輝線比↗

Y軸

⚫ [SIII]9530A/Paγ:
金属量↗ →輝線比↗だが、
Z☉でturning point、
log(U)↗ →輝線比 ↗だが、
log(U)=-2でサチる(より高階電離)

⚫ [SIII]9530A/Paβ: Paγが暗いので、
Paβ版も作成

→それぞれ解析的な境界線を定義(論文中Table 3)

Fe2S3-β Fe2S3-α P2S3 C1S3

観測データへの適応

0<z<1のlocal天体

⚫ Magellan/FIRE starburst galaxies: 6天体

⚫ 58 sources from literature(Riffel+2006,2019, Onori+2017)

14 type1 AGN, 26 type2 AGN, 13 Starburst, 3 LINER, 5 mix

→ 可視の分類と矛盾ない。SFが高金属量に寄るのはサンプ
ルがdustyなSBばかりだから。AGNもSFもlog(U)低めの領
域に集まる。

1<z<3の天体

⚫ JWST/NIRSpec MSA分光 (CEERS): 65天体

⚫ Hβ+[OIII] tripletからPβ+[FeII] tripletまでを最低限カバー

⚫ Hα+[NII] triplet と[SIII] 9530Aも同定

→ 可視の分類とおおよそ矛盾ない。P2S3やC1S3の方がはっ
きり分かれている。
(輝線が暗くて検出難しい。
Opt-AGNはほとんど検出)。
5天体はOpt-SFでNIR-AGN

→可視ではダストに
埋もれていたAGN

Shockの判別
Mexican Million Models database (Morriset+2015)に
よるprediction

→ rest-NIR診断だとAGNと区別できる 今後の分光、面分光サーベイで活用
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